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Ⅵ 公共交通の確保 
１ 公共交通の確保 
 
（１） 公共交通網の現状・課題 
①本市の公共交通の現状 
本市のバス路線網は、「民間路線バス」が７路線、「公営バス」が19路線運行しており、

そのうち本市が運営する地域バスは「ゆーバス」が５路線、利用時に予約が必要な「ゆータ

ク」が令和７年４月から４路線となっています。 

本市にある鉄道駅は「那須塩原駅」、「黒磯駅」、「西那須野駅」の３駅となっており、

特に那須塩原駅は新幹線の停車駅であることから、那須塩原市のみではなく、那須地域全体

の玄関口としての役割を担っています。 

本市及び周辺市町（那須地域定住自立圏内）に所在するタクシー事業者は９社（令和４

（2022）年６月時点 総車両台数：約160台）となっています。 

 

▼公共交通網 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：第２次那須塩原市地域公共交通計画（令和５（2023）年 3 月策定時点） 
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②本市の公共交通の課題 
「第２次那須塩原市地域公共交通計画」に基づき、公共交通の課題について以下のとおり

示します。 

 

【移動における課題】 

①地域住民：自動車を運転しなくても生活圏域内を移動できる環境の創出 

②観光客：自動車を運転できない人の移動手段の継続的な確保 

 

 

【地域公共交通の課題】 

①移動制約者の移動手段の確保・維持（自家用車を利用しなくても生活できる環境の創

出） 

②地域公共交通の持続性向上に向けた公共交通利用者層の拡大 

③まちづくりへの対応（都市構造の転換に向けた施策との整合、観光施策との整合） 

④コロナ禍を契機としたニューノーマルの浸透や５Ｇ等のＩＴ技術の推進、地球温暖化へ

の対応等 

 

 
（２）公共交通の推進方針 
①基本的な考え方 
立地適正化計画においては、日常生活に必要なサービスや行政サービスが住まいなどの身

近に存在する「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の形成を目指しています。コンパク

トシティ施策を具体的に推進するため、本計画では都市機能誘導区域及び居住誘導区域を設

定していますが、一方でこれらの誘導区域をつなぐ持続可能な公共交通を確保することが必

要です。そのため「第２次那須塩原市地域公共交通計画」と連携して、将来にわたり誰もが

安全でスムーズに移動できる公共交通ネットワークの構築を推進します。 

 

②基本理念 
「第２次那須塩原市地域公共交通計画」に基づき、基本理念について以下のとおり示しま

す。 
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③「広域幹線ネットワーク」の形成 
「第２次那須塩原市地域公共交通計画」では、「第２次那須地域定住自立圏地域公共交通

計画」で設定する、那須地域定住自立圏域内の「拠点」及び「幹線区間（拠点間を結ぶ区間の

うち、圏域として確保維持に努める区間）」との整合を図り幹線区間を下記の通り設定し、重

点的な路線の維持確保と利便性の向上に向けた各種取組を実施するものとしています。 

 

▼幹線区間の概要 

▼拠点案と幹線区間図 
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